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上が密集 している.我々は最近睦楊広範切除嵐 遊離複

合組織移植iこより良好な手の機能が得i､)Itた2例を経験

したt7')-で報告する.

症例1.9才.女児,左手関節部掌側LJl薄明細胞内膜.

他院で単純切除された胤 当科で拡大切除術を施行した.

を含At)て軟部組.織を ･塊LLIして切除 した.欠損部は遊離

CT)鰹,神経移植､L:血管付き広背筋皮弁で補唄 し,母指対

作がrけ経て有 用在韓能が得l､}れている.

症例2∴.汀1',乳 右手背尺側LJ)滑膜肉腫.他院で切

除さ才11か月掛 こ再発日射弟二紹介入院.虐it.,EJこ腫壕広

範切除術を施行した,睦癌は皮膚を含(tJl{周州tり軟部組

櫨と上腕かl･.1神経.血管納付きし:T)遊離皮弁を採取 し欠損

手指職能は良好である.

51婦 人科悪性瞳噂 に よる卵 巣摘 出に 才十トミー十

･Lモ ン補充療法(･'用 ･ft謝. 脂質代蘭 に 牧豆

寸断響tT)検討
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村人科悪性掛 碁Ll･')治療.__上∴ 閉経前症例に卵巣摘出 し卵

捕)が行かIlた喝合,卵摘後し')低･-I-一入トロ+:ン状態に1--し

ろ副作用L/'')軽滅L:f)ためホ′Lキン補充療法 (HRTlが施

行されて藩こ.そLl)′酎 ti謝.脂質代謝-LTl効果を検討 した.

対象を r-1R′r トト 群こう2例.トiRT 卜:)群 8例.対照

群3LJ拍｣に頼 ･T,i)XA 法にLLり Ql)R-･一･10OOW を用い

て梓椎 tL:上 し11(')骨密度 LHMl)1を, また血中骨代

謝 ベラ 1- 'I･･･,脂質 巨I;ド蚤自//IL軒 を経時的に測定

では HRT i.I-1群に比 し.Htく′r 卜十)群Lr)トtL)1_一二E

レステロ-ルは有意をこ高健で,動脈硬化指数は衛意に低

値を示 した.卵摘後の H寵T は骨慶減少の予防効果が

ありす ごの効果は骨代謝パラメ-ターの検討から骨代謝

回転先進n抑制によることが示唆 され また HR′1'は

腰旨質 代謝をこも好影響を与えることが示 された.農勘的な

QOL を考慮 し.婦 人科悪性障壕による卵摘例に HRT

は有周であると考えられた.

61乳児神経芽腫の治噂

大沢 義弘 ･岩岡 展
広円 雅行･松暮il由紀夫 (新潟大学小児外科)

神経那萌 し本症)は′ト児LT)最も阜し､固形瞳項であるが.

に土牛大きく異.!:亡E),乳児期発症例は進行例をも含め比

較的良好である.特iこ.最近施行された乳児のてILスウ

るがJ'･後不良例も経験さオtf,.そこて.これi､､の事実を

踏まえ,治療に伴√)副障書 し化学噴法死.手術〔')後障害.

が要求さJlる.今[_r畑土我々L71本症L7痛i壇経験をもとに乳

児例L･')治梗方針を検討 した.

当科で 1992年末までに経験 Lた本症乳児例は33伊Jで

あるが.てIL症例は18例 (1鮒5年以降1てpLあ--､た.こ

L'/r)う+).死亡はll例で再発f_を∴存は1'例であ-_,た.こし7)死

亡,再発例を提示し一~~)一~-進行例を中心に治療方針ly:述べ

ら.

7~1腹腔鏡 lr･i'弓･髄 l】ンJ(節 切除術による前立陳

腐 の臨床病期診 断

西山 勉 欄 沼 正博 若槻 騒 露き

L-目的上前立腺癌患 各に対 して所属 りンべ節転移の有

無を確認 し予臨床病期診断を確賓をこ行 うことを目的をこ腹

腔鏡 ド骨髄 】?ン,(節切除術を行-､た.__対象畑 丁)こドに方

法1 I.1ンパ節切除術的LTl臨抹病期診断は病期Aが 1作り,

病斯t与か 6例.病期Cか 1例.病期 Ⅰ~二)2かこi例であ-L-1

ある.ー揖i'果1 りン,(節切除術により11例申 2例-.でF)ン

べ節転移陽性て:i恥,た. りンノ＼節切除術後LT)臨床病期診

断は病斯Aが lf拙 稿新王iが5例.病斯Cが 1例.病斯

下骨髄 t!ンJ＼節切除術による前立腺癌L･佃野属 リンぺ節転

移の有無の決意は,現在画像診断では診断に苦慮するリ

ンぺ節転移LT)有無を比較的簡便に診断するたれ そハ後

軌愚老の治療方針を決定するのに非常に有機である.


